
平成28年度 第１回 長崎県交通渋滞対策協議会

平成28年7月29日（金）

①主要渋滞箇所（H25.1公表）のフォローアップ結果の確認

②主要渋滞箇所の要因と既存対策の状況確認

③長崎エリアの対策方針の協議

④今後の渋滞対策の取組方針（県全体）の確認

⑤主要渋滞箇所の解除方法の提案

１．これまでの検討経緯

２．主要渋滞箇所のフォローアップについて

３．主要渋滞箇所の要因と既存対策の

状況確認結果について

４．長崎エリアの対策方針について

５．渋滞対策の取組方針について

６．主要渋滞箇所の取扱（解除）について（案）

７．今後の予定について
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１．これまでの検討経緯

1

H24年度 第1回 長崎県交通渋滞対策協議会

H24年度 第2回 長崎県交通渋滞対策協議会

パブリックコメントの実施 （一般道路）
（高速道路）

H24年度 第3回 長崎県交通渋滞対策協議会

主要渋滞箇所の公表

H25年度 第1回 長崎県交通渋滞対策協議会

H25年度 第1回 長崎県交通渋滞対策協議会
ワーキング会議

H27年度 第1回 長崎県交通渋滞対策協議会

H24.6

H24.7

H24.8

H24.11

H24.12

H25.1

H25.7

H25.12

H27.8

○基礎データの共有、意見交換

○地域の主要渋滞箇所（素案）の決定

○地域の主要渋滞箇所の特定

○渋滞対策の基本方針(案)、今後の取り組みの
議論

○渋滞対策の基本方針(案)、渋滞検討マネジメ
ントサイクル(案)の確認

○渋滞対策の基本方針(案)、渋滞検討マネジメ
ントサイクル(案)、モニタリング結果

・H25.1に主要渋滞箇所を公表し、渋滞対策の基本方針や今後の取り組みに対する協議を実施

〔時期〕 〔実施内容〕 〔協議内容等〕

H27年度 第1回 長崎県交通渋滞対策協議会
ワーキング会議

H28.3
○主要渋滞箇所のフォローアップ
○主要渋滞箇所の状況確認

○一般道路135箇所、高速道路6箇所

H28年度 第1回 長崎県交通渋滞対策協議会
今回

H28.7
○主要渋滞箇所のフォローアップ
○長崎エリアの対策方針
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２．主要渋滞箇所のフォローアップについて

長崎県における渋滞検討マネジメントサイクル

地域の主要渋滞箇所の特定（更新）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
検
証

定期的な地域の声の反映
（パブリックコメントの実施等）

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施

・円滑な渋滞対策の立案・実施を実現
（道路管理者が実施する対策、他機関の実施対策との連携、道路利用者（ﾊﾞｽ協会等）の参画による対策等）

・道路管理者、道路利用者（ﾊﾞｽ協会等）、県警等の意見を踏まえ、主要渋滞箇所図等により各エリア単位で地域
の課題を共有し議論を促進

地域の渋滞の現状と渋滞対策の基本方針

最新の交通データによる渋滞状況の検証
・・・プローブデータの収集・分析等

渋滞対策協議会における議論
協議会構成主体 ： 国土交通省 九州地方整備局、国土交通省 九州運輸局、長崎県、長崎県警察本部、長崎市、佐世保市

西日本高速道路㈱九州支社、（一社）長崎県バス協会

地域の交通状況に対する
専門的見地からの検証

・・・データの精査・現地確認等の実施

道路を賢く使う取組の観点

■最新の交通データ等を基に特定（更新）された主要渋滞箇所を踏まえ、渋滞対策を検討・実施
■以下のマネジメントサイクルにより、主要渋滞箇所等をモニタリングの上、随時見直し

平成27年度 第１回 長崎県交通渋滞対策協議会（H27.8開催）で確認済み



▼主要渋滞箇所（一般道）の選定基準

曜日・時間帯 選定基準

平日 朝 （7時～9時）
平均速度20km/h未満
※いずれか一方向で

も該当する箇所
平日 夕 （17～19時）

休日 昼 （7時～19時）

▼主要渋滞箇所（一般道）の点検（モニタリング）結果

主要渋滞
箇所数

モニタリング結果

選定基準
該当箇所数

選定基準
非該当箇所数

135箇所 134箇所 1箇所

主要渋滞
箇所数

135箇所

集約区間数 箇所数

36区間
57箇所

（78箇所）

長崎県内の主要渋滞箇所
（一般道）

箇所：単独で主要渋滞箇所を形成
区間：交差点等が連担するなど、速度低下箇所が連続し

ており、複数の主要渋滞箇所を含む区間

平成25年1月以降に
整備された

主な道路事業

最
新
の
交
通
デ
ー
タ

※最新のプローブデータ（H27.3～H28.2平均）による抽出結果 3

２．主要渋滞箇所のフォローアップについて

・最新の交通データを用いて、H24年度に特定した一般道の主要渋滞箇所のフォローアップを実施（非該当箇所：１箇所）
※本野入口交差点改良により、本野入口南交差点で選定基準の非該当箇所となっているが、近接する本野入口交差点が選定基準に該当しているため、
引き続き経過観察を行う （平成27年度 第１回 長崎県交通渋滞対策協議会（H27.8）にて報告済み）

【一般道のフォローアップ結果】



【H25.1以降に道路整備が行われた主要渋滞箇所の確認結果】 （針尾バイパスの事例）

２．主要渋滞箇所のフォローアップについて

4

○平成25年8月に国道205号針尾バイパスの小浦橋～江上交差点間を4車線に拡幅した結果、交通混雑が緩和
○しかし、主要渋滞箇所である江上交差点は、今回部分開通であるため、主要渋滞箇所の選定基準に未だ該当しており、引き続き、経過観察を行う

●交通混雑が緩和

●針尾バイパスの整備概要

・針尾バイパス周辺企業の従業者の方に聞いたところ、７割を超える
方が針尾バイパスの４車線化で通過時間が短縮し、定時性、安全
性、走りやすさが向上したと回答。

・国道205号針尾バイパスの小浦橋～江上交差点間（延長：0.7km）を
平成25年8月9日（金）に4車線で整備

・平日や休日のピーク時間帯等で見られた著しい交通混雑も整備後
には見られず、交通混雑の緩和が確認

●周辺企業の従業員の方も道路の整備効果を実感

▲整備前後の針尾バイパスの交通の状況

▲針尾バイパスの整備概要

▲周辺企業の従業者の針尾バイパスの整備効果に対する意識

：主要渋滞箇所

出典：九州地方整備局 長崎河川国道事務所 記者発表資料

■ 最新データによる江上交差点の平均速度

進入方向
最新（H27.3～H28.2平均） 平均速度（km/h）

平日朝 平日夕 休日昼

①国道205号［北］ 9.2 9.4 8.2

②国道205号［南］ 10.2 12.3 13.6

③国道202号［東］ 24.5 28.7 28.8

④国道202号［西］ 36.9 33.1 34.0
データ：プローブデータ ※赤字は主要渋滞箇所の選定基準に該当

江上



【H25.1以降に道路整備が行われた主要渋滞箇所の確認結果】 （小船越町交差点改良の事例）

２．主要渋滞箇所のフォローアップについて

5

○交差点における事故防止や交通円滑化等を目的とした国道57号小船越交差点改良が平成27年2月に完成
○現地確認の結果、渋滞は緩和傾向であるが、主要渋滞箇所の選定基準に未だ該当しているため、引き続き、経過観察を行う

出典：九州地方整備局 長崎河川国道事務所

●小船越町交差点改良の整備概要

小船越町交差点

■ 最新データによる小船越町交差点の平均速度

進入方向
最新（H27.3～H28.2平均） 平均速度（km/h）

平日朝 平日夕 休日昼

①国道57号［西］ 12.1 12.4 11.4

②国道57号［南東］ 22.5 27.2 27.7

③国道207号［東］ 10.3 13.3 14.2

データ：プローブデータ ※赤字は主要渋滞箇所の選定基準に該当

【交差点改良の整備内容】
<期待される効果>
・交通事故の減少、歩行者の安全性の向上、小船越町地域の一体化

・今までよりとてもスムーズに走行できるようになった。
・歩道の拡幅や、横断歩道橋の設置等で歩行者が安心して利用できるよう

になったと思う。

地元の声（アンケート結果）

改良前 改良後

方向①

方向②

方向③

１ 2

3 4

13

2

4

H24.10.25 14時台撮影 H27.2.12 13時台撮影

H23.5.18撮影 H27.7.15撮影

至 長崎市

至 諫早市街地 至 島原市

整備前 整備後
至 島原市

至 長崎市



【H25.1以降に道路整備が行われた主要渋滞箇所の確認結果】 （愛野森山バイパスの事例）

２．主要渋滞箇所のフォローアップについて

6

○南島原市と諫早市を結ぶ延長約50kmの地域高規格道路「島原道路」の一部である愛野森山バイパスが平成25年12月に開通
○しかし、前後区間が未開通であり、主要渋滞箇所である愛野交差点は、主要渋滞箇所の選定基準に未だ該当しているため、引き続き、経過観察を行う

●愛野森山バイパスの整備概要

■ 最新データによる愛野交差点の平均速度

進入方向
最新（H27.3～H28.2平均） 平均速度（km/h）

平日朝 平日夕 休日昼

①国道251号［北西］ 21.0 20.7 22.1

②国道251号［東］ 31.7 31.4 32.6

③市道［南西］ 14.8 12.1 14.5

データ：プローブデータ ※赤字は主要渋滞箇所の選定基準に該当

主要渋滞箇所
愛野交差点

森山東IC 愛野IC

至 島原方面
至

諫
早
方
面

至 小浜方面

・愛野森山バイパスの交通量は5,427台/12h
・並行する国道251 号の交通量が22％減少

・愛野森山バイパスを利用することで、愛野IC
～森山東IC間の所要時間が約3分短縮

・国道251号利用時の所要時間も約1分短縮す
るなど、走行性が向上

資料：長崎県HPを基に作成

【整備効果事例】

＜写真＞ 愛野森山バイパスの全景

至 森山東IC

至 愛野IC

＜標準断面図＞

自動車専用道路、2車線、無料

写真

吾妻IC(仮)

森山IC(仮)

森山拡幅（事業中）

吾妻愛野バイパス
（事業中）

愛野

方向①

方向②
方向③

57

57

251

H25.12開通



▼主要渋滞箇所（高速道路）

長崎県

7

２．主要渋滞箇所のフォローアップについて

主要渋滞箇所数

長崎自動車道 2箇所

西九州自動車道 3箇所

長崎バイパス 1箇所

選定基準

渋滞量520km・h/年以上

休日5%タイル速度が40km/h以下

混雑度1.0以上

パブコメ追加意見箇所（複数意見）

・最新の交通データを用いて、H24年度に特定した高速道路の主要渋滞箇所のフォローアップを実施。点検の結果、選定基
準に該当しない箇所を1箇所確認したが、速度が低下している時間帯もあるため、引き続きモニタリングを実施していく。

▼主要渋滞箇所（高速道路）の選定基準

▼主要渋滞箇所（高速道路）の点検（モニタリング）結果

主要渋滞
箇所数

モニタリング結果

選定基準
該当箇所数

選定基準
非該当箇所数

6箇所 5箇所 １箇所

長崎県内の主要渋滞箇所
（高速道路）

最
新
の
交
通
デ
ー
タ

【高速道路のフォローアップ結果】

※最新のトラカンデータ（H26.1～H26.12）による抽出結果

※いずれかの基準に該当すれば選定
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３．主要渋滞箇所の要因と既存対策の状況確認結果について

(1)目的と内容

・主要渋滞箇所の効果的かつ効率的な渋滞対策の推進に向け、渋滞要因と既存対策の有無の情報共有を図る。

①主要渋滞箇所の渋滞要因（現地踏査等）
②既存対策（事業中箇所）の有無

渋滞要因 抽出基準

交通需要 センサス混雑度が1以上 H22センサスの混雑度が１以上の場合にチェック

交差点形状
・道路構造

変形交差点 交差道路の交差角が鋭角の場合にチェック（目安として60度未満（道路構造令の特例値未満））

５差路交差点 交差道路が５以上の交差点の場合にチェック

左折専用車線の未整備・不足 左折交通が多く、左折専用車線が未整備又は不足して後続車両に影響を及ぼしている場合にチェック

右折専用車線の未整備・不足 右折交通が多く、右折専用車線が未整備又は不足して後続車両に影響を及ぼしている場合にチェック

交差点が連続 信号交差点が連続し、信号停止により容量低下を引き起こしている場合にチェック

車線減少 車線数が減少してボトルネックとなっている場合にチェック

信号運用 信号現示 信号現示の不適により渋滞が発生している場合にチェック

沿道環境

沿道出入による阻害 沿道施設への出入交通が多く、後続車両に影響を及ぼしている場合にチェック

路上駐車による阻害 路上駐車が多く、走行車両に影響を及ぼしている場合にチェック

バスポケットが不足 バス停車により後続車両に影響を及ぼしている場合にチェック

横断歩行者待ち 横断歩行者が多く、右左折交通に影響を及ぼしている場合にチェック

踏切遮断待ち 踏切遮断により渋滞が発生している場合にチェック

その他 例）路面電車の影響、縦断勾配による速度低下、先詰まり、など

・既存データや現地踏査等から下記の項目について確認し、渋滞要因を整理

■渋滞要因の抽出基準（一般道）
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信 号 運 用
沿

道
環

境

そ の 他

既存対策有

24%

経過観察

6%

対策検討中

70%

既存対策有

22%

対策検討中

78%

既存対策有

24%

経過観察

7%

対策検討中

69%

既存対策有

32%

経過観察

23%

対策検討中

45%

長崎県全体 長崎エリア 佐世保エリア 諫早・大村エリア

渋
滞
要
因
構
成
比

対
策
状
況

※複数選択 ※複数選択 ※複数選択 ※複数選択

135箇所 68箇所 45箇所 22箇所
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３．主要渋滞箇所の要因と既存対策の状況確認結果について

(2)一般道の渋滞要因と既存対策の状況確認

・主要渋滞箇所の渋滞要因は、交通容量の不足が約8割で最も多い。
・また、既存対策により約2割の主要渋滞箇所の渋滞解消・緩和効果が見込まれる。
・約7割の箇所について、ハード・ソフトの両面から対策を検討中である。
・特に、「長崎エリア」は、長崎県全体の約半数の主要渋滞箇所が集中し、対策検討中の箇所が約8割を占める
ことから、優先的に検討していく必要がある。

※既存対策有とは事業中箇所整備後に渋滞解消・緩和が見込まれる箇所、経過観察とは対策事業実施済の箇所。

（一般道） （一般道） （一般道） （一般道）
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・H27.8の渋滞対策協議会において、長崎エリアの対策の方向性としては、時津・長与方面や長崎半島方面、諫

早方面から長崎市中心部にアクセスする道路の「容量確保」を掲げている

平成27年度 第１回 長崎県交通渋滞対策協議会（H27.8開催）で確認済み

長崎多良見IC

４．長崎エリアの対策方針について

(1)長崎エリアの対策の方向性

至 諫早方面



主要渋滞箇所 主道路 対策事業名
事業
主体

対策
期間

新大工町交差点 国道34号

馬町交差点 国道34号

大曲交差点 国道34号

朝日が峰交差点 国道34号

日見バイパス東口 国道34号

茂里町交差点 国道206号

北郵便局前交差点 国道206号

梁川橋東口交差点 県道112号

梁川公園前交差点 県道112号

竹岩橋西口交差点 県道112号

竹岩橋東口交差点 市道

長崎多良見IC～
長崎芒塚IC

長崎自動車道
長崎多良見IC～

長崎芒塚IC
4車線化事業

NEXCO 短期

長崎芒塚IC～
長崎IC

長崎自動車道
長崎芒塚IC～

長崎IC
4車線化事業

NEXCO 短期

国道34号
新大工・馬町

交差点改良事業

JR長崎本線
連続立体交差事業

国

県

短期

短期

短期国
国道34号

新日見トンネル

11

４．長崎エリアの対策方針について

(2)長崎エリアの対策状況と交通流動・断面混雑度

・長崎エリアでは、交差点改良事業やJR連続立体交差事業などの短期対策に取り組んでおり、中・長期の対策の目処が

たっていないため、多くの主要渋滞箇所は、今後対策の検討が必要となっている

・また、長崎市中心部にアクセスする全ての断面で混雑度が「1.00」を超過している

車線数（高速・国道）

２車線

４車線

４車線化
（事業中）

諫早方面

長崎多良見IC

長崎芒塚IC

長崎IC

長崎半島方面

時津・長与
方面

508百台

259百台

264百台

128百台
北断面：1. 58

※交通流動は現況交通量配分より集計、断面混雑度はH22センサスより集計（高速除く）

東断面：1.63

南断面：1.85

34

34

251

206

202

499

324

▲長崎エリアの短期対策と
交通流動・断面混雑度

長崎港 長崎県庁

４
車

線
化

事
業

（H
3
0
年

度
完

成
予

定
）

長
崎

自
動

車
道

長
崎

多
良

見
IC

～
長

崎
芒

塚
IC

長崎市役所

国道34号
新大工・馬町交差点改良事業

中心部

ＪＲ長崎本線
連続立体交差事業

（H32年度完成予定）

▼短期対策の主な内容

※短期とは、概ね5年以内に完成する予定の事業

長
崎

自
動

車
道

長
崎

芒
塚

IC
～

長
崎

IC

４
車

線
化

事
業

（H
3
3
年

度
完

成
予

定
）

国道34号新日見トンネル
（H28年度事業化）

※混雑度とは、交通容量に対する交通量の割合を示す
（「1.00」を超えると交通容量が不足していることを示す）
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４．長崎エリアの対策方針について

(3)北断面、南断面の対策方針

・北断面、南断面については、長崎県広域道路網マスタープランにて 「長崎南北幹線道路」、(都）長崎外環状線等が計画されており、長崎市中

心部の通過交通の排除に向けて、長崎県において整備が推進されている。また、今後整備が必要な道路についても検討していく。

・長崎市中心部については、長崎県と長崎市において、JR連続立体交差事業と絡めた長崎駅周辺の面的整備やTDMの推進など、渋滞対策やまちづ

くりに取り組んでおり、中心部へ流入する自動車交通対策についても検討していく

長崎県広域道路網マスタープラン（長崎都市圏）

出典：長崎県広域道路網マスタープラン
平成26年4月1日現在

JR長崎本線連続立体交差事業

・事業区間：長崎市松山町から長崎市尾上町
・事業延長：約２，４９０ｍ
・踏切除却：４箇所（竹岩橋踏切、梁川橋踏切、宝町踏切、幸町踏切）
・事業期間：平成２１年度～平成３２年度(予定)
・事業費：約４３１億円

【事業概要】

1日当たりの遮断時間（時間/日） ピーク時遮断時間（分/時間）

竹岩橋踏切 約4時間30分 約20分：約3割（18時台）

梁川橋踏切 約4時間00分 約18分：約3割（18時台）

宝町踏切 約4時間10分 約20分：約3割（8時台）

幸町踏切 約8時間00分 約37分：約6割（23時台）

(2/4供用)(2/4供用)

(4/4供用)(4/4供用)(4/4供用)(4/4供用)

(都)長崎外環状線
新戸町～江川

（H28年度事業化）

L=5km

主要渋滞箇所
主要渋滞区間



東長崎
地区

⻑崎市

長崎市役所

未整備区間延長１.６km

国道３４号日見バイパス 延長7.1km

長崎駅

⽇
⾒
Ｂ
Ｐ
東
⼝

奥
⼭

４車線に挟まれた

２車線区間

日見ＢＰ東口
日見ＢＰ西口

切通

馬町

新日見トンネル

⻑崎芒塚ＩＣ

長崎県庁

車線数

２車線

４車線

長崎市
中心部

写真

諫早
方面

137
(99％)

68
(100％)

36
(98％)

70
(69％)

2
(1％)

0

0
(2％)

35
(31％)

長崎市‐東長崎地区

長崎市内々

長崎市‐島原方面

長崎市‐県央

▼国道34号日見バイパスと
長崎自動車道の主な利用交通内訳

国道34日見バイパス 長崎自動車道 単位：百台/日

1

35,868

34,016

32,267

31,001

25,693

一般国道34号日見地区

一般国道210号久留米市山川

一般国道34号大村諫早間

一般国道3号熊本市植木

一般国道10号

日向市平岩
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・東断面の交通を担う国道34号の新日見トンネル区間は、直轄国道2車線区間（未事業）で交通量が九州第1位となっている

・4車線に挟まれた2車線区間に約36,000台/日の交通が集中し、車線数の減少に起因する渋滞が発生しているため、対策が必要

である （※H28年度事業化）

※H22道路交通センサス

▼九州管内直轄国道（２車線：未事業）の
交通量ランキング

交通量
九州第１位

１位

２位

３位

４位

５位

混雑度
（2.58）

４．長崎エリアの対策方針について

(4)東断面の対策方針

写真 車線減少箇所による渋滞

至 長崎市中心部

至 諫早市

写真 第2走行車線への交通集中による渋滞

至 長崎市中心部

至 諫早市国道34号日見バイパ
スは、長崎市と東長

崎地区や長崎市
内々、長崎市と島原
方面などの短トリップ

交通を主に分担

※国道34号日見バイパスは、新日見トンネル区間の交通内訳
※長崎自動車道は、長崎芒塚ＩＣ～長崎ＩＣ間の交通内訳
※（ ）内の数値は、国道34号日見バイパスと長崎自動車道の交通分担率
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４．長崎エリアの対策方針について

(5)中心部の対策方針

・中心部の渋滞箇所については、中心部に流入する交通の需要調整（TDM施策等）の可能性を今後検討する

データ：ETC2.0プローブ情報（H27年度 平日 7-9時）

▼ETC2.0を用いた出発地・目的地分析事例

出発地エリア

目的地エリア

多い

少ない

多い

少ない

バス路線
バス停

矢の平1
交差点

※多い：20台以上、少ない：2～4台

・TDM施策のターゲットを明確にするため、渋滞箇所を利用する車両の出発地・目的地をETC2.0より分析
・ターゲットエリア間の自動車と公共交通のサービス水準（所要時間、料金、便数等）を比較し、公共交通への転換可能性を検討
・また、長崎駅周辺の面整備（土地区画整理事業）と併せて、公共交通の乗り継ぎ利便性向上策（交通結節機能強化）を検討

【TDM施策の検討方針】

公共交通
へ転換

主な出発地
（ターゲット）

主な目的地
（ターゲット）

資料：長崎県HP

▼長崎駅周辺土地区画整理事業

土地区画整理事業を施工することにより、新幹線、在
来線といった鉄道施設の受け皿を整備するとともに、
道路や交通広場などの基盤整備と土地利用の転換・
有効利用を図り、国際観光都市長崎の玄関口にふさ
わしい都市拠点を形成

※国道34号矢の平1丁目交差点の市中心部向け交通を対象としてODを分析した結果（サンプル数：N=322台）



15

５．渋滞対策の取組方針について

○これまでのハード・ソフト等の取組事例と効果検証結果を管理者間等で情報共有を図り、効果的な対策を検討していく
○また、抜本的な対策が難しい箇所においても、ピンポイント対策やTDM施策等の「道路を賢く使う取組」を推進していく

項 目 細 目 概 要
容量確保 道路整備事業 一般県道 諫早外環状線（島原道路）

国道205号 針尾バイパス
国道34号 本野入口交差点改良 等

連続立体交差事業 JR長崎本線連続立体交差事業
（長崎駅を始点として約2.5kmの区間）

ピンポイント対策 西九州自動車道 佐世保中央IC入口交差点
国道205号 大塔ロータリー交差点 等

交通需要マネ
ジメントでネッ
トワークを最適
利用

駅前広場整備 長崎駅周辺土地区画整理事業

パーク＆ライド ●長崎市
・平和公園駐車場（車：92台/バス：32台）
・松山町駐車場（車：288台/バス：10台）
・県営野球場駐車場（車：149台/バス：5台）

●その他
・松浦鉄道：複数の駅に導入 等

バスレーンの設置 ●長崎市（バス＋二輪専用）
・国道202～206号：約4.2km
・国道34号：約0.7km
・桜町通り：約0.4km 等

●佐世保市（バス専用）
・国道35～204号：約2.4km

公共交通利用促進 通勤シャトルバス、通勤者専用船の運行 等

バス停のグレードアップ 銭座町、ココウォーク茂里町 等

PTPSの導入 導入済み

交通系ICカードの導入 ●長崎スマートカード（2002年1月～）
県内10社の交通機関で利用可能

●SUGOCA（2012年12月～）
JR長崎駅～竹松駅間で利用可能

公共交通不便地域の解消
（コミュニティバスの運行）

東彼杵町営バス（東彼杵町）、松浦のりあいバ
ス（松浦市）、平戸ふれあいバス（平戸市）、三
井楽半島バス（五島市三井楽地区） 等

自転車道・自転車レーン
等の整備

（都）池田沖田線（県内初となる自転車道を整
備済み）

総合交通マネジメント 観光シーズンにおける渋滞対策 （長崎市）

出典：長崎県ウェブサイト▲長崎駅周辺エリアの将来イメージ

▲銭座町バス停（バス停のグレードアップ）

▲JR長崎本線連続立体交差事業の整備イメージ 出典：長崎県ウェブサイト

▲長崎スマートカード

土地区画
整理事業

土地区画
整理事業

(1)今後の取組方針（県全体）

※事業中（実施中）又は整備済みを記載
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○交差点改良事業 （既存の車線を運用）
・西九州自動車道 佐世保中央ＩＣ （主要渋滞箇所） の左折レーンを1車線から2車線に増やして渋滞を緩和

出典：長崎河
川国道事務所
（H26.11.13
記者発表）

最大渋滞長が約４割減少！
信号待ち回数が4回から1回に！

(2)これまでの取組事例（賢く使う事例１）

５．渋滞対策の取組方針について



５．渋滞対策の取組方針について
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出典：長崎河川国道事務所
（H26.12.17 記者発表）

○交差点改良事業 （道路用地を活用）
・国道２０５号大塔ロータリー （主要渋滞箇所） の右折レーンを道路用地内に設置
して、円滑な通行を確保

H26.12.20完成

大塔ロータリー

佐世保大塔ICの料金所
から降りて周辺地域にア
クセスするため、Uターン

交通が多い

【大塔ロータリー交差点周辺図】

佐世保大塔IC
料金所

至

東
彼
杵
町

至

佐
世
保
市
中
心
部

至

国
道
３
５
号

(2)これまでの取組事例（賢く使う事例２）
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○パークアンドライド （交通需要への働きかけによるネットワークの最適利用）
・長崎市では、長崎市中心部の交通混雑緩和を図るため、パークアンドライド駐車場の運用を行い、自動車から公共交通機関
への転換を促進する取り組みを実施

・松浦鉄道では、環境対策の一つとして、通勤定期券購入者を対象としたパークアンドライド専用駐車枠を設置し、1ヶ月利用料
1,000円で提供（江迎鹿町駅、佐々駅、上相浦駅、皆瀬駅、左石駅）

・今後、利用者数などの効果検証を行い、中心市街地への自動車交通の流入調整を行なっていく

駐車場 営業時間
駐車台数

備考
普通車 バス

平和公園駐車場 午前7時～午後8時 92台 32台 地上部は24時間営業

松山町駐車場 午前7時30分～午後10時 288台 10台 地上部は24時間営業

県営野球場駐車場 午前7時30分～午後10時 149台 5台 夜間は駐車不可

長崎電気軌道

長崎中心部へ

大橋
松山町

浜口町

JR長崎本線

平和公園駐車場

県営野球場駐車場 松山町駐車場

▼長崎市のパークアンドライド駐車場 ▼松浦鉄道のパークアンドライド駐車場

駐車場利用料
1回：610円（普通車）

Ｎ

江迎鹿町駅

佐々駅

上相浦駅

皆瀬駅
左石駅

Ｎ

出典：長崎県の主要渋滞箇所（H25.1公表）

主要渋滞箇所

資料：松浦鉄道HP

佐々駅パーク＆ライド駐車場

約60台

佐世保市中心部
の月極駐車場料
金は約2万円

出典：長崎県の主要渋滞箇所（H25.1公表）

主要渋滞箇所

資料：長崎市HP

公共交通利用を促
進し、佐世保中心
部に流入する自動
車の総量を削減

公共交通利用を促
進し、長崎中心部
に流入する自動車
の総量を削減

(2)これまでの取組事例（ソフト対策事例１）

５．渋滞対策の取組方針について
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(2)これまでの取組事例（ソフト対策事例２）

５．渋滞対策の取組方針について

H27年4月 H27年5月
25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

祝 祝 祝 祝
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

長崎帆船まつり 古賀植木まつり
花火 稲佐山つつじまつり

ペンギン水族館イベント

▼長崎市におけるGW期間中の主なイベント等

※「○」は長崎港クルーズ客船入港日

対策項目 対策内容

臨時駐車場 公有地（2箇所）で臨時駐車場（普通車、観光バス）を確保

駐車場マップ 駐車場マップ（60駐車場、約8,400台）を作成（市HP等にも掲載）

パーク・アンド・ライド 公営の3駐車場をパークアンドライドとして活用

マイカー自粛運動 テレビ・ラジオ・横断幕（9箇所）・道路交通情報板による広報、県・
市職員に対するマイカー通勤の自粛要請や休日における中心部
へのマイカー乗入れの自粛要請

案内・誘導 観光施設や臨時駐車場への誘導看板、路上駐車防止の啓発看
板の設置（42箇所）

観光地における交通誘導員の配置（9箇所、34名）

イベント開催地における交通誘導員の配置

【対策の実施効果】

・市内中心部及び幹線道路や高速道路の料金所、観光地周辺等で、問題と
なるような渋滞は発生しなかった

【今後の課題】

・世界遺産登録（明治日本の産業革命遺産）やクルーズ船観光バス需要の
増加等に伴う更なる観光客増加への対応（臨時駐車場の確保など）

○観光シーズンにおける渋滞対策 （総合交通マネジメント）
・ゴールデンウィーク期間中（H27.4.25(土)～H27.5.6(水・祝)）における総合的な交通対
策を実施するため、「長崎市ゴールデンウィーク交通対策本部」を設置するととも
に、市・県・警察及び関係団体で構成する「ゴールデンウィーク交通対策実行委員
会」において、これまでの状況や課題等を踏まえて交通対策を実施
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６．主要渋滞箇所の取扱（解除）について（案）

■今後の主要渋滞箇所（一般道）の取扱（解除）について（案）

主要渋滞箇所

未対策箇所 対策済箇所

要因有

要因不明（数年間モニタリング）

（渋滞協議論）
引き続き主要渋滞箇所
として登録する判断

（渋滞協報告）
引き続き主要渋滞箇所として登録 （渋滞協議論）

解除箇所の判断
※協議会資料等で公表（渋滞協議論）ＷＧ・道路管理者等で検証、立案

された対策 等

解除箇所

渋滞対策
協議会

現地状況確認
※渋滞状況

渋滞緩和

・主要渋滞箇所の解除については、最新のデータや現地状況等を確認し、各箇所毎に協議会で判断して解除を行う

渋滞有

ＹＥＳＮＯ

主要渋滞箇所の特定要件をクリア

速度向上要因検証

※現地状況確認等
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７．今後の予定について

＜各エリアワーキンググループでの協議予定事項（年度内開催予定）＞

●最新のプローブデータによる各主要渋滞箇所の渋滞状況確認

●主要渋滞箇所の解除箇所の検証

【①主要渋滞箇所のモニタリング】

【②エリアの交通課題への対応】

【③賢く使う取り組みの検討】

●各エリアの交通課題（朝夕ピーク時の渋滞状況、中心部の通過交通発生状況）

●上記の交通課題を踏まえたＴＤＭ等のソフト施策、今後整備が求められる道路ネットワークに
ついて議論

●現状の機能を有効活用するための施策として、交差点改良等の短期対策や賢く使う取り組
みについて議論


	160729_H28-1 長崎県渋滞協配布資料
	160728_長崎渋滞協_参考資料①
	160728_長崎渋滞協_参考②(H2501記者発表資料)
	【89】渋滞公表頭紙（案１）.pdf
	■130124-22　渋滞協公表資料（一式）.pdf
	【89】渋滞公表概要（案）別紙1.pdf
	【長崎】130124 公表用資料ポンチ絵（最終版）.pdf
	★42_長崎県渋滞プロット_121227(公表用資料) 全域図.pdf
	バインダ1.pdf
	★長崎県渋滞プロット_130108(公表用資料)詳細図-01.pdf
	★長崎県渋滞プロット_130108(公表用資料)詳細図-02.pdf
	★長崎県渋滞プロット_130108(公表用資料)詳細図-03.pdf
	★長崎県渋滞プロット_130108(公表用資料)詳細図-04.pdf
	★長崎県渋滞プロット_130108(公表用資料)詳細図-05.pdf
	★長崎県渋滞プロット_130108(公表用資料)詳細図-06.pdf


	130124_高速道路の主要渋滞箇所（公表用）.pdf




<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




